
院内がん登録統計　（2015年集計 乳房）

Ⅲ．2015年集計＜部位別＞
4．乳房

件数は14年と比較して差異がほぼ見られない。年齢層は40歳代から増加傾向にある。

主な紹介元 主な紹介先
11年 12年 13年 14年 15年 計 11年 12年 13年 14年 15年 計

札幌乳腺外科クリニック 1 2 3

1 7 3 9 7 27
3 3 6 3 4 19

2 3 2 4 11
1 1
1 1
1 1

「他院より紹介」の割合が高い。

「自主・不明」の割合が高い。

「自院診断・自院治療」と「他院治療後」の割合が高い。

施設名 施設名

1 3 8
北海道大学病院

愛育病院

37 190

3 1

42

1 1 2

札幌西円山病院

わだ内科外科クリニック

麻生乳腺甲状腺
クリニック

札幌ことに乳腺
クリニック 24 30

札幌乳腺外科クリニック

手稲渓仁会病院 札幌駅前しきしま
乳腺外科クリニック

57
6

札幌ことに乳腺
クリニック 3 1 1 1

2 3 1 2 
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年齢層別患者数 平均年齢：61.7歳 
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他院より紹介 自主 自院経過観察中 その他 
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発見経緯割合 

自主・不明 他疾患経過観察中 がん検診 健診・ドック 

(n=106) 

(n=117) 

(n=165) 

(n=139) 

(n=144) 
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自院診断・自院治療 他院治療後 診断のみ 他院診断・自院治療 

(n=106) 

(n=117) 

(n=165) 

(n=139) 

(n=144) 
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乳房中央部 (E) 

乳房上内側４分の１ (A) 

乳房下内側４分の１ (B) 

乳房上外側４分の１ (C) 

乳房下外側４分の１ (D) 

乳房、部位不明 

詳細部位別件数 
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女 
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8% 組織型割合 

8500/3 浸潤性導管癌 
8500/2 DCIS，NOS 
8000/3 新生物，悪性 
8520/3 浸潤性小葉癌 
8010/3 癌腫，NOS 
その他 

（n=144) 
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0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明 

(n=68) 

(n=59) 

(n=98) 

(n=62) 
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0期 

Ⅰ期 

Ⅱ期 
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Ⅳ期 

不明 

治療前ステージ別 初回治療割合 

手術のみ 薬物療法のみ 放射線+薬物 
薬物+その他 手術/内視鏡＋薬物 手術/内視鏡＋放射線+薬物 
他の組合せ 治療なし 

(n=3) 

(n=26) 

(n=33) 

(n=9) 

(n=5) 

(n=1) 

詳細部位は「乳房上外側4分の1(C)」が多い。 

組織型は「浸潤性導管癌」が大半を占めている。 

治療前ステージは「Ⅰ期」と「Ⅱ期」の割合が14年に一時減少していたが、15年には増加している。 

術後ステージは「術前治療後※」が増加している。  

※他院治療開始後に放射線療法目的にて当院に来院する症例が含まれる。 

0期は「手術のみ」が約7割を占めている。Ⅰ期・Ⅱ期は「手術/内視鏡＋薬物」、Ⅲ期は「手術/内視鏡

＋放射線＋薬物」、Ⅳ期は「薬物療法のみ」の治療の割合が高い。 
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術後ステージ割合（病理学的） 

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療後 不明 
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